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1 中央放射線部とは

|
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放射線を使用するレントゲン撮影やCT検査などを川いて、患者様の病気の検査や治療

を行っています。検査で得られた画像や情報は医師によって病気や怪我の診断に用いら

れ、適切な治療へとつながります。この分野の医療技術の進歩はめざましく、医療機器は

日々高精度化・高機能化しています。それらの性能を十分に発揮させるためにも、高度な知

識や最新技術の習得に積極的に取り組んでいます。

3 つの H 指すもの

中央放射線部では患者様により良い医療を届けるために、3つの目標があります。

l．クオリティの向上
診療放射線技師とは技術屋だと考えています。診断がつきやすいように最適な画像

撮影を行うための技術の習得だけでなく、患者様や他職種との接遇やコミュニケ ーショ

ンを含めた質の向上は日々欠かせない努力の一つです。

2．専門性の追求
現代は、より良い医療を行うためには、ジェネラリストでは難しいと言われる時代です。

医療技術の発展と一緒に進歩できるよう資格取得に注力しています。全スタッフで60ほ

どの資格を取得済みですが、さらに高みを目指すために個人だけでなく、チ ームでの学

習にも取り組んでいます。

3．学術面の取り組み
病院での業務だけでなく、論文の作成や、発表会の運営なども診療放射線技師とし

ての成長には効果的です。外部で活躍するためのバックアップも行い、人材面の環境も

整えています。
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　2台のCTが設置されており、外来・病棟の患者様の検査を行っています。CT検査とはX線を使
用し、体内の状態を断面画像として写真にする検査で、頭部・肺・心臓・肝臓・膵臓・腎臓・腹部・血
管・骨などの病気の診断に活用されています。また、救急で運ばれた患者様の緊急検査もかなり
多いのですが、当院では量と質を担保しつつ全て受け入れています。また、X線による放射線被ば
くを最小限に抑えながら、最大限有効な画像情報を得られるよう画像撮影に取り組んでいます。

第一放射線室

第二放射線室
　主に超音波（エコー）検査を行っています。高周波の超音波を用いて体内の状態を観察できる
検査で、レントゲンやCT検査のように放射線は使用しないため、被ばくはありません。当院では心
臓・腹部・乳腺のそれぞれに部署と担当を分けることで、専門的な知識や技術の向上につなげてい
ます。病棟の患者様には、ベットサイドまで伺い検査を行うこともあります。心臓エコー図検査は循環
器内科からの依頼が多く、弁膜症心筋梗塞や心筋炎など心疾患の診断に活用されています。
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第三放射線室

第四放射線室

　X線と造影剤を用いて血管の走行を撮影する血管造影検査を行っています。当院では1方向
撮影の心臓専用機と2方向から同時撮影ができる頭部・腹部汎用機の2台の機器を設置しており、
腹部撮影時には大きなフラットパネルを使用することで、広い範囲の撮影が可能です。入院してい
る病棟患者様など急を要さない方への治療や検査だけでなく、くも膜下出血のような、脳内の出血
がどこで起きているのかなどを解明したり、血管内治療などの救急の対応を行うこともあります。

　強い磁場と電磁波を用いて体内を断面画像として描出するMRI検査を行っています。大きな
電子レンジのような構造で、放射線被ばくが無いことが特徴の一つです。CT検査では肺や骨の
病気診断も行いますが、MRIではそれ以外の脳や腹部などの臓器、乳腺など全身に対して優れ
た検出能力を持っています。特に頭部の血管撮影は4～5分で完了するため、患者様への負担も
少なくすみます。また造影剤などの薬を使わなくても、血管の画像撮影をすることもできます。交通
事故などでの神経の様子や脳梗塞疑いの緊急検査にも多く対応しています。

アンギオ

MR I

特集│中央放射線部インタビュー
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